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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、TGF-β（形質転換成長因子β）スーパーファミリータンパク質のメンバーをコードしています。コードされているプレプロタンパク質はタンパク質分解によって、インヒビンAおよびBタンパク質複合体のαサブユニットを含む複数のペプチド産物を生成します。これらの複合体は、下垂体からの卵胞刺激ホルモン（FSH）分泌を負に制御します。インヒビンはまた、細胞増殖、アポトーシス、免疫応答、ホルモン分泌など、多くの細胞プロセスの制御にも関与していることが示唆されています。この遺伝子の変異は、男性不妊症や女性患者の早発卵巣不全と関連している可能性があります。[RefSeq提供、2016年8月] 機能：インヒビンとアクチビンは、それぞれ下垂体からのフォリトロピン（卵胞刺激ホルモン）分泌を阻害および活性化します。インヒビン／アクチビンは、そのサブユニット構成に応じて、視床下部および下垂体ホルモン分泌、性腺ホルモン分泌、生殖細胞の発達と成熟、赤血球分化、インスリン分泌、神経細胞の生存、胚軸発達、骨成長など、多様な機能の調節に関与しています。インヒビンはアク​​チビンの機能に拮抗するようです。,オンライン情報：インヒビンのエントリー,PTM：タンパク質分解処理により、いくつかの生理活性型が生成されます。20/23 kDa型は成熟α鎖のみで構成され、26/29 kDa型はジスルフィド結合を介して成熟α鎖に結合した最N末端プロペプチドで構成され、50/53 kDa型はプロタンパク質全体を含みます。さらに、各タイプはモノグリコシル化またはジグリコシル化される可能性があり、これにより質量差が生じます。,類似性:TGF-βファミリーに属します。,サブユニット:二量体で、1つ以上のジスルフィド結合で結合しています。インヒビンAは、αとβ-Aの二量体です。インヒビンBは、αとβ-Bの二量体です。,組織特異性:もともと卵巣（顆粒膜細胞）と精巣（セルトリ細胞）に見られますが、脳や胎盤を含む多くの組織に広く分布しています。副腎皮質では、正常な副腎では網状層と最も内側の束状層に発現が限定されていますが、過形成では束状層に求心的に広がります。副腎皮質腫瘍にも見られます。良性前立腺肥大症の前立腺上皮、基底細胞増殖領域、および高悪性度前立腺癌の非悪性領域にも発現する。男性では循環血中のインヒビンBのみが認められるが、女性では循環血中のインヒビンAとBが認められる。
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